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地方独立行政法人 市立秋田総合病院
技監／一級建築士・登録建築家

1983 秋田市役所入所
建築企画・設計・監理、まちづく
り事業およびＰＦＩ事業等に従事

2017 総務部副理事・工事検査室長
2018 福祉保健部付け理事
2019 市立秋田総合病院技監
2022 国土交通省PPPサポーターに任命

活動実績【中心的な役割を担ったPPP/PFI事業等】
◆「新屋比内町市営住宅建替事業」［ＰＦＩ事業（ＢＴ方式）］
①市営住宅５団地２７８戸の１団地への統廃合・２６０戸建替、②社会福祉施設整
備（地域密着型サービス）、③廃止４団地の土地活用を一体で実施した事業
https://www.city.akita.lg.jp/kurashi/sumai/1007483/1016188/index.html

◆「秋田拠点センター整備事業」［公的不動産の有効活用、包括的民間委託］
県都にふさわしい市民交流拠点創出を目的に市と民間事業者４者連携による複合ビ
ル整備事業（①公共施設、②商業・業務施設、③ホテル、④福祉施設、⑤駐車場）
延床面積 約35,600㎡、14階建て https://www.alve.jp/infomation/gaiyo

◆「秋田市新庁舎整備事業」［公的不動産の有効活用、包括的民間委託］
公民館機能を新たに併設した市庁舎整備事業。旧庁舎隣接のＮＨＫ所有地と、拠点
センター隣接の市有地との土地交換により、相互に新庁舎、新放送会館敷地に活用
施設管理に包括的民間委託方式を採用 延床面積 約30,965㎡、地上6階、地下1階

◆「市立秋田総合病院改築事業」［公的不動産の有効活用、包括的民間委託］
公立病院建替事業。現病院隣接民有地を長期借地契約し、新病院敷地として活用。
分散した駐車場を同一敷地内に集約整備。施設管理に包括的民間委託方式を採用。
延床面積 約34,348㎡ https://akita-city-hospital.jp/outline/new-hospital/

共有できる知識・経験
ＰＰＰ／ＰＦＩを含む多様な事業手法・実践経験

（公営住宅、学校、斎場、病院、区画整理事業、社会資本整備総合交付金活用事業等）

国土交通省PPPサポーター

PPP/PFI事業導入を検討されている方へのメッセージ
PPP/PFI導入には、真に解決すべき課題を精査し、地域振興等の観点も踏まえて多
様な事業手法の検討を行った上で、議会や市民の理解を得る必要があります。
これまでの実践経験をお伝えし、皆様のお役に立てればと思います。

PPP/PFI総論・公共施設マネジメント
・公的不動産利活用

全国

電話・メール・ＷＥＢ

連絡先 〒010-0933 秋田県秋田市川元松丘町4番30号
電 話 018-823-4171（内線 5501）
メール ac419053@akita-city-hospital.jp（mnt794020@gmail.com）
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過去の講演・相談実績等

◆講演等 「PFIによる新屋比内町市営住宅建替事業」技術研修会（(社)秋田県建設技術センター、秋田県建設技術協会）
PPP/PFIセミナー（国土交通省総合政策局官民連携政策課）、PFIフォーラムinあきた（東北専門新聞連盟）

「「秋田らしい庁舎」の建設」地方自治体に求められる これからの庁舎・窓口セミナー（(株)自治日報社）
「「市民に親しまれ、次世代に引き継ぐ新庁舎」の建設」自治体総合フェア（(一社)日本経営協会）
秋田県某市ＰＦＩ事業者選定委員会委員

◆資格等 内閣府PPP/PFI行政実務専門家、公共建築工事品質確保技術者(Ⅰ)、認定ファシリティマネジャー 他

国土交通省PPPサポーター

「ＰＦＩによる比内町市営住宅建替事業」の概要 「秋田拠点センター整備事業」の概要


